１．104期メンバー

・エレン・イエーガー
身長：170㎝
体重：63㎏
誕生日：3月30日
出身地：シガンシナ区（ウォールマリア南・先端の街）
訓練兵団：５番で卒業

キャラクター　本編の主人公。壁外の世界に憧れ、調査兵団を目指す。巨人に母親を殺され、故郷を奪われたことで巨人の駆逐に対する並々ならぬ目的意識を持つ。後先考えず、行動しケンカっ早い面もあり、よくアルミンをいじめっ子から守っていた…が、結局、ミカサに助けてもらっていた。物語が進行すると、自身も巨人になる力を得て、その理由も判明する。そして世界の真相を知っていくこととなる。

考察　主人公であるため、基本的にエレンを中心に物語は進んでいく。また、巨人になる力を得ることで、
　　　世界の命運を握る人物となる…が、実は、能力は平凡であることが、物語中でしばしば語られる。
　　　読者は、「エレンはなぜ巨人になれるのか」「エレンの父の地下室の秘密は何か」「巨人はなぜ存在
　　　するのか」といった謎を抱え、エレン達の世界を起点に物事をとらえていく。しかし、世界の謎が
　　　明らかになると、壁の外の世界（国や民族）が存在することが分かり、物事の見え方が、１８０度
　　　変わることとなる。これは、作者の言うところの「立場が変われば、被害者も加害者になりうる」
　　　という狙いの通りであり、この漫画を読み返すと感じ方ががらりと変わる見どころでもある。

・ミカサ・アッカーマン
身長：170㎝
体重：68㎏
誕生日：2月10日
出身地：シガンシナ区近郊→シガンシナ区（ウォールマリア南・先端の街）
訓練兵団：首席（１番）

キャラクター　訓練兵を首席で卒業した歴代でも類のない逸材。幼い日に両親を目の前で失うが、
エレンにより救われる。以来、エレンを守ることを使命とする。時に、エレンに執着
していると思わせるほどのシーンも多くみられる。


特徴　エレン大好きキャラ。ジャンに好かれている。エレンとアルミンと３人で行動することが多い。
　　　言葉（しゃべり）がつたないと感じるシーンもあるが、彼女の出自に関係している可能性もある。
　　　尋常ではなく強い。アニがエレンに絡むシーンでは嫉妬しているような行動にも出る。エレンや
　　　アルミン以外に対しては、あまり心を開かない一面もあるが、仲間の意見を全く聞かないわけではなく、対話による解決をしようとする姿勢も見られる。また、サシャが死亡した後は、サシャの墓に寄りかかり遠くを見つめるシーンもあり、仲間に対する思いを持っていることも感じられる。

伏線　ミカサもエレン同様、物語の中心人物である。そして、今、現在、未だに多くの謎、伏線を残している人物である。
　　　・アッカーマン家の謎。
　　　・東洋の一族の謎。
　　　・手首に彫られた代々伝わる入れ墨。
　　　・ミカサに秘められた特殊な能力。

・アルミン・アルレルト
身長：163㎝
体重：55㎏
誕生日：11月3日
出身地：シガンシナ区（ウォールマリア南・先端の街）※エレンと同じ。
訓練兵団：１０番外（非凡な発想をする頭脳を持つが、体力がないため実技試験をギリギリで卒業。）

キャラクター　主人公エレン、ミカサの幼馴染。体力はないが、明晰な頭脳を持つ。幼少期は壁の外の
世界に興味を持っていることから、「異端児」とイジメられていた。エレンとミカサには
守られてばかりだと考えていたが、自身もまた二人に信頼されていることを知るように
なる。

特徴　考察サイト等では、「ゲスミン」と言われることもある。時に現状を打開するために狡猾な発想をし、
その時の顔が「悪い顔」をしているため、そう名付けられた。連載時の顔があまりにゲスすぎ、
コミックスで顔を微修正されたこともある。
何度も、死にそうになり、「今回は本当に死ぬか！？」と思わせることもあったが、読者に
 状況を説明してくれる「便利な解説キャラ」の為、最近は、「どうせ、死なないんでしょ？」と
思われるようになったとか、ならないとか。




・ライナー・ブラウン
身長：185㎝
体重：95㎏
誕生日：8月1日
出身地：ウォールマリア南東の山奥の村（実際はマーレ国）
訓練兵団：２番

キャラクター　物語の進行に伴い、もっとも印象が変化していく人物の一人。物語序盤では、
「仲間からの信頼が厚いみんなの兄貴分」であったが、時に言動に違和感を覚える
シーンが伏線として散りばめられている。その理由は、世界の真相とともに
明らかにされていく。正体は、鎧の巨人。クリスタと結婚したいと思っている。


・ベルトルト・フーバー
身長：192㎝
体重：81㎏
誕生日：12月30日
出身地：ウォールマリア南東の山奥の村（実際はマーレ国）
訓練兵団：３番

キャラクター　あらゆる技術をそつなくこなし、高い潜在性を感じさせるが、積極性に欠け
自身の行動を他人に委ねる癖がある。他者から見た彼は、そのように評価されているが…。
ライナーといつも行動を共にしているため、エレンから「腰巾着野郎」とディスられる。
通称ベルトルさん。アニが好き。

考察　この作品の象徴的存在である「超大型巨人」の正体。そのことから、巨人化したアルミンに喰わ
れて死亡（８４話「白夜」）しているが、
まだ何か彼についての謎が残されているのではないかと感じさせる。
なお、アルミンがベルトルさんを喰うのは、名前でネタバレがされている。
※ドイツ人男性、「アルミン・マイヴェス」が、殺人・食人をした事件があり、被害者の名前が
「ベルント・ブランデ」。

Episode  「頼む…誰か…お願いだ……誰か僕らを見つけてくれ」（４８話「誰か」）
　自らの正体を明かし、ライナーと共にエレンをさらって故郷に逃げ帰る途中のシーン。このあたりが
普段、感情を表現しないベルトルさんの心の叫びが描かれた、個人的ベスト・オブ・ベルトル。
　逃げている最中、同期達に追われながら、「裏切り者」だの「人類の害」などワチャワチャなじられて
苦悶の表情を浮かべたのち叫んだ一連のセリフのうちの一つ。また、『僕らを』『見つけてくれ』という
表現が何を意味しているのかが、現在も謎に包まれていて、今後の展開にも注目したい場面。


・ジャン・キルシュタイン
身長：175㎝
体重：65㎏
誕生日：4月7日
出身地：トロスト区（ウォールローゼ南・先端の街） 
訓練兵団：６番

キャラクター　ライナーとは逆方向に印象が変化していく人物。読者に与える第一印象は、「自分のこと
しか考えておらず、且つ、それを隠そうとしない人物」…であろう。
実際に「憲兵団に入って、内地で暮らしたい」と、自分だけは巨人のいない
安全な場所で裕福に生きていきたいと公言している。
エレンとは正反対の考えで、よくケンカをしているが、エレンが嫌いな根本的な理由は、
エレンとミカサの関係にヤキモチを焼いていることにある。
その一方で、現状を正しく認識する能力に長けていたり、立体機動装置の扱いに優れて
いたりする。
マルコの死をきっかけに、人が変わったように、いい奴に変貌していく。
万年中二病キャラ。

Episode  「オレは…　……　オレは…調査兵団になる」（１８話　「今、何をすべきか」）
　マルコの言葉と死をきっかけに、調査兵団になる決意を仲間に告げるシーン。ジャンのピークは完全にココ。自身の利益の為、憲兵団に入ることを公言していたジャンが、最も危険な調査兵団に入ることを宣言するまでの描写が秀逸。



・クリスタ・レンズ
身長：145㎝
体重：42㎏
誕生日：1月15日
出身地：詳細不明（作中からウォールシーナ内・レイス卿領地と推測される。） 
訓練兵団：10番

キャラクター　本名：ヒストリア・レイス。小さくてかわいい。同期の間では、「女神・天使」と
言われるアイドル的存在。本当は貴族の子どもだが、妾の子であったため、
存在を疎ましく思われ、一族を追われる。本来は殺されるはずであったが、名前を変えて
ひっそりと生きることを条件に生かされた。
そのことから、みんなに好かれるクリスタを演じていたが、
境遇が似ていたユミルには見抜かれる。

現在、突如の妊娠中であり、まだまだ、今後の物語に影響を与えそうである。

・コニースプリンガー
身長：158㎝
体重：58㎏
誕生日：5月2日
出身地：ウォールローゼ南区ラカゴ村 
訓練兵団：8番

キャラクター　サシャとおバカキャラの双璧をなす。端的に言うと、おバカなのだが、小回りの利く
機動を評価され８番での訓練兵卒業となった。
ウォール・ローゼ内に巨人が発生した際、故郷を失った。当初は、「巨人が侵入してきた」
と思われたが、実際は、故郷の村の住人が巨人にされてしまっていた。
サシャの村と対比して描かれている。

・サシャ・ブラウス
身長：168㎝
体重：55㎏
誕生日：5月2日
出身地：ウォールローゼ南区ダウパー村
訓練兵団：9番

キャラクター　読者人気の高い「芋女」。アニメでは、声優を小林ゆうさんがしていますが、
　　　　　　　サシャに劣らず、キャラが凄い。
　　　　　　　訓練生時代の評価は、「身のこなしが素早く型破りな感の良さがあるが型にはまらない故に組織的な行動には向かない」とされている。背景として人里離れた山奥にある少数民族の
　　　　　　　ダウパー村出身であることが関係している。出身地の方言を隠すため、丁寧口調で話していることをユミルに指摘される。
　　　　　　　サシャの見せ場は３６話の「ただいま」だが、本来ここで死亡予定だったとされる発言が
　　　　　　　作者よりされている。実際は、１０５話の「凶弾」で死亡。
　　　　　　　
Episode  「それは…『何故人は芋を食べるのか？』という話でしょうか？」（１５話「個々」）
　　　　　
サシャが同期から「芋女」と呼ばれ、食いしん坊キャラを決定づけたシーン。
　　　　　訓練生が教官に恫喝されるという通過儀礼の際、訓練生が恐怖におののく中、
　　　　　芋を食べているサシャ。それを見つけた教官は「なぜ芋を食べているのか」を問い詰めますが
　　　　　サシャは、なぜ怒られているのかを理解できず、ついには、教官も芋が食べたいのだと誤解し、
　　　　　芋を分け与えることで事なきを得ようとします。その結果、「死ぬ寸前まで走る」ことを
　　　　　命じられますが、当の本人は、そのことよりも「今日のメシは抜き」と言い渡されたことに
　　　　　絶望を感じていたという食い意地っぷりを見せた。

・アニ・レオンハート
身長：153㎝
体重：54㎏
誕生日：3月22日
出身地：詳細不明（ライナーとベルトルさんと同じ地域とされているが、実際はマーレ国出身） 
訓練兵団：4番

キャラクター　「斬撃の進入角度に非の打ち所が無く、目標を深くえぐり取る。性格は孤立気味で連体性　　　　　　
　　　　　　　に難がある」と訓練生時代に評価されていたとおり、無口で人との関りを避けている。
普段はクールだが、父から教わった格闘術を披露するときは生き生きとした様子を見せる。
正体は、女型の巨人。エレンらとの戦闘に敗北後、調査兵団に拘束されたが、突如、体が　破壊不可能な水晶体に覆われ、現在も地下の奥深くに幽閉されている。（※正体については、別の機会があれば記述します。）
所感では、格闘術を評価してくれたエレンを意識しているシーンも見られる。
[bookmark: _GoBack]

・ユミル
身長：172㎝
体重：63㎏
誕生日：3月22日
出身地：不明 

キャラクター　物語のキーワードとなる「ユミル」の名を持つ。第５話から登場していたが、
名前自体がキーワード過ぎたためか、名前の初出は３６話。
作者の圧倒的な画力と「さすが私のクリスタ！この作戦が終わったら結婚してくれ」
の発言から、当初は「男か女か」も分からなかった。
きつい言動や冷めた態度をしているが、クリスタのことだけはとても気に入っている。
コニーからは思いっきり「ブス」呼ばわりされている。

・マルコ・ボット
身長：178㎝
体重：70㎏
誕生日：6月16日
出身地： ウォールローゼ南区ジナエ町
訓練兵団：7番

キャラクター　そばかすの人。10番以内の104期生の中では、最初に戦死。
　　　　　　真面目で温厚な性格。10番以内で卒業しないと憲兵団になれないにも
　　　　　　関わらず、周囲を観察し、あえて同期に獲物を譲る行動をしたことから
　　　　　　エレンに「根っからの指揮役」と言われるなど、同期からの信頼も厚い。
　　　　　　キャラが立たなかったことから予定より早く死亡させたという作者の逸話も
　　　　　　あるちょっと可哀そうな人。

Episode　　「怒らずに聞いてほしいんだけど…ジャンは…」
　　　　　　
　指揮役に向いていると言われたマルコは、ジャンに対して、ジャンこそが
　　　　　　指揮役に向いていると言います。その理由をジャンに問われたマルコは、
　　　　　　「怒らずに聞いてほしいんだけど…ジャンは…強い人ではないから弱い人の気持ちが
　　　　　　よく理解できる　～中略～　それと同じ目線から放たれた指示ならどんなに困難で
　　　　　　あっても切実に届くと思うんだ。」と伝えるシーンがあります。
　　　　　　　その言葉とマルコの死を受けて、ジャンは当初、憲兵団を志願していましたが、
　　　　　　「今…何を…するべきか…」を考え、調査兵団になることを志願します。
　　　　　　　この第１８話は、マルコが謎の壮絶な死を遂げ、ジャンに変化をもたらした
　　　　　　進撃の巨人名シーンの一つです。
　　　　　　※マルコの死の真相については、別な機会があれば、執筆します。
